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（１）令和７年度国民健康保険事業特別会計決算見込みについて

　　令和７年度決算見込み（約１億７千３１万円の黒字見込み）について、

　事務局より報告を行った。

＜主な質疑および意見は次のとおり＞

　【質問】

　　①歳入歳出額減少の要因は被保険者数の減少のみと考えるか。

　　→被保険者数の減少により、交付金及び総医療費が減少し、国保財政規模の縮小に

　　　繋がっていると考える。

　　②被保険者数の減少により保険税収入額が減少する一方で、特定健診や脳ドック、

　　　口腔健診等の保健事業も推進され、健全な事業の運営に努めていると考える。

　　　これに対し、事務局側の見解は。

　　→医療費抑制のため特定健診の無償化・ジェネリック医薬品の利用推進を進めてきた。

　　　その結果、特定健診受診率は県内12市でトップ、ジェネリック医薬品の利用率は

　　　2位となっている。引き続き健全な事業の運営に努めたい。

　　③被保険者数の減少・今後の財政見通しについて事務局側の見解は。

・令和９年度国民健康保険税について

以上について、事務局より報告を行った。
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そ  の  他

　　→団塊の世代の後期加入が落ち着き、被保険者数の減少は少しずつ緩やかになると考える。

　　　保険税の収納率については、財産調査を強化し収納率の向上に努めたい。
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